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岡山醫科大學生化學教室(主 任清水教授)

結 城 昌 興

[昭和12年3月4日 受稿]

 Aus dem Physiologisch-chemischen Institut der Medizinischen Pakultat Okayama 

(Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu)

Einfluss der Gallensaure auf den Magnesiumgehalt des Blutes.

Von

Masoki Yuki.

Eingegangen am 4. Marz 1937.

Der Verfasser hat den Einfluss der ChoIsaure auf den Magnesiumgehalt des Blutes 

von Kaniuchen untersucht, um die Bedeutung des Magnesium im Haushalt des Kohle-

bydratstoffwechsels unter Einfluss der Gallensaure festzulegen, uud gefunden, dass der 

Magnesiumgehalt des Blutes bzw. des Serums durch subkutauer Zufuhr von Cholsaure 

gesteigert wird, und dass diese Steigerung verglichen mit der des Calciums (nach 

Sekitoo 1930) viel verspatet auftritt. (Autoreferat)

K. Lohmaun1)(1931)及 ビEuler u. Myr-

back2)(1931)氏 等 ガMgガ 筋 肉 内及 ビ酵 母細

胞ニ 於 ヶ ル糖 ノ分解ニ 際 シCo-Enzymノ 一

成分 トシテ重 要 ナ ル意 義ヲ 有 スル事 ラ發 見 シ

Mc Collum3)及 ビ其 ノ門 弟 ガ生體 内Mg缺 乏

ニヨツ テ起 ル幾 多特 有 ナ ル症 状ヲ 記述 シMg

ガ炭 水 化 物新 陳 代 謝 ノシ ナ ラズ石 次 新陳 代 謝

ニ關 係深 キ膽 汁酸 ト如 何 ナル 關 係ニ 存 スル ヤ

ヲ究メント欲 シ,家 兎ノ尿中Mg排 泄ニ及ボ

ス膽汁酸 ノ影響ヲ檢査シ タルニ既ニ報告13)セ

ル如 ク,膽 汁酸ハ尿中Mg排 泄ヲ減 ジ,而 モ

腹部内臓神經ヲ 切除 シテ其ノ排泄著シク減少

セル場合 ニモ其ノ排泄ヲ減少ス作用アリテ,

尿中Mg排 泄ハ植物神經 ト密接ナル關係 アル

事ヲ證明セリ.Mgガ 石灰代謝 ト密接ナル關

係ニア リテ各種臓器組織中ニ一定ノ割合 デ含
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膽汁酸 ノ血液「マグネシユーム」含有量ニ 及ボ ス影響 1965

有 セ ラ レ,而 モ兩 者 植 物神經 作 用機轉 上拮 抗

的ニ 作 用 ス トイ フ(Zondek4)1929)關 係 上,岩

藤 氏5)(1934)ハ 家 兎ニ膽 汁酸 ヲ注 射 シテ體 内

各 種臓 器 及 ビ組織 ノ石灰 及 ビMg量 ヲ檢 査 シ

タ ル ニ一 般ニ 其 ノ含 有 量増 加 シ殊ニMgヨ リ

モ石灰 ガ著 シク各種 臓 器 及ビ 組 織ニ 沈着 セル

事 ラ認 メ,而 モ石灰 トMgトノ比Quotientガ

正常 ノ場合 ヨ リモ著 シク大 ニ シテ就 中肝 臓 及

ビ腎 臓ニ 於 テ著 シ キヲ 見 タ リ,然 ルニ 骨ニ 於

テ ハ其 ノ比 却 ツテ小 ナル ニヨ リ,臓 器ニ 沈着

セル石灰 ハ食物 ノ外 骨 モ亦 其 ノ一 因 タ リ トイ

ヒ得 ベ シ.藏本常雄6)(1934)氏 ニ ヨル ト腸 内石

灰 ノ排 泄 ハ膽 汁酸 ニ ヨリテ減 少 ス レ ドモMg

排 泄 ハ却 ツ テ増 加 ス トイ フ.上 述 ノ如 ク生體

内臓 器 ノMg量 ハ膽 汁酸ニヨ リ比 較 的 ノ缺 乏

ラ來 タ シ居 リ從ツ テ腸 内Mg排 泄増加 ハMg

缺 乏 ノ一 因 タ リ得 ベ シ,此 際生體 ハ臓 器 ノ石

灰MgノQuotientヲ 正 常ニ 復 セ シムル ヨウ

努 メ ル カ又 ハ石灰 ヲ出 來 ル丈 速ニ 組 織 ヨ リ分

離 セ シムル ヨウ努 メザル ベ カ ラズ.而 シテ膽

汁 酸 ヲ注 入 セバ 石灰 ハ速ニ 血 中ニ 移 動 シ關 藤

忠 雄氏7)(1930)ノ 認 メタ ル如 ク膽 汁 酸 ノ石 灰

増 加 作 用 ヲ呈 スベ シ.從 ッテMgノ 臓器 ヨ リ

ノ移 動 ハ先 ヅ石 次 ノ血 中移 動 ガ大部 分 行 ハ レ

タ ル後ニ 始 メテ開 始 サ ル ル モ ノト考 ヘ得 ベ シ.

從 ツ テMgノ 尿 中排 泄 ハ膽 汁酸 ヲ注 入 シテ カ

ラ始 メ ハ減 少 シ後 少 シク遲 延 シテ其 ノ尿 中増

加 ヲ示 ス事 ハ前 報 告ニ 述 ベ タ リ.

從 ツ テ關 藤忠 雄 氏 ガ膽 汁 酸 ヲ注 入 シテ血 中

ノ石灰 増 加 ヲ認 メタ ルー 反 シ血 中Mg量 ハ膽

汁 酸 注 入 ニ ヨ リテ減 少 セザ ル ベ カ ラ ズ.然 ル

ニ 丸野 氏8)(1931)ノ 實驗 ニ ヨ レバ家 兎ニ「 ヒ

ヨール 酸 」 ヲ注 入 セバ血 中Mgガ 少シ ク増 加

スル傾 向 ア リ トイ フ.コ ハ如 上 ノ關 係 ヨ リ時

間的 關 係 ニ ヨル ベ シ.又 嘗 テ 北 山加 一郎 氏9)

(1927)ガ 家 兎 ノ尿 中石灰 排 泄 ヲ見 タ ル ニ腹 部

内臓神經ヲ 切斷 セバ減 少 スル 事 ヲ認 メ,余 ハ

此場 合Mg排 泄 ノ減 少 ヲ認 メタ リ.是 レニ テ

モ尚 ホ石灰 及 ビMg兩 者 ガ互ニ 拮 抗 的ニ 作 用

スル 事 ヲ認 メ得 ベ シ.從 ッテ家 兎ニ 膽 汁酸 ヲ

注 射シ テ血 液 内Mgノ 量 ヲ時 間的ニ觀 察 セバ

全 ク變 化 ナ キカ或 ハ少 シク減 少 シ時 間 ヲ經 ル

ニ從 ヒテ増 加 シ得 ベ キ事 ハ推 察 ス ル ニ難 カ ラ

ズ.又畠山 柘-・氏10)(1929)ニ ヨ レバ膽 汁 酸 ハ

生體 内糖 分 解 ヲ抑 制 ス トイ フ,依 テ糖 分 解ニ

助 カルCo-Ruzymノ一 成 分 タルMg量 モ膽 汁

酸 注 入ニ ヨ リテ變 化 セザルベカ ラズ.此 意 味

カ ラモMgノ體 内移 動 ヲ檢 査 スル事 ハ意 義 ア

リ トイフベ ク本 實驗 ヲ行 ヒタ ル所 以 ナ リ.

實驗 方 法

成熟 セル健康雄性家兎 ヲ少 ク トモ1週 間一定量

ノ「オ カラ」ニテ飼育 セシ後使用實驗ニ 供 セ リ.採

血ハ 「オカラ」ヲ與 ヘズ早朝 カラ空腹時ニ 行 ヒ,1

囘實驗ニ 供 セシ家兎ハ少 ク トモ約2週 間 ハ同樣 ニ

飼育休養 セシメタル後使用 セ リ.採 血方法ハ 次ノ

3法ニ 分 チ耳朶 ヨリ蓚酸 加里 ヲ約0.1g加 ヘ シ圓

底沈澱管中ニ採 血セ リ.

第1囘 第2囘 第3囘

1 8.0AM 10.0AM 12.0PM

2 〃 9.0AM 11.0AM

3 〃 1.0PM 8.0AM翌 日

對照試驗 ヲ行 ヒタル後 第1囘 目 ノ採血直 後1kg

ニツキ1%「ヒ ヨール酸曹達」3ccヲ 皮下注射 セ リ.

血液内Mg定量 ハ得タ ル 血液 ノ一定量 ヲ ト リテ

Tschopp11)ノ 方法ニ ヨ リMgヲ「 燐酸安門 マグネ

シア」 トシ テ 沈澱 セシメタル後Bell-Doisy12)氏
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法 ニ ヨ リテ燐 酸 量 ヲ比 色 定量 シ タル後 計算 ニ ヨ リ

Mgノ 量 ヲ求 メタ リ.殘 リノ血液 ヲ遠 心 沈 澱 セ シ

メテ得 タル上澄液 即 チ血清ニ 就 テモ全血液 ト同樣

ニ定量 セ リ.

表1 全 血 液Mg含 有 量(mg%)

對 照 實 驗

表2 全血 液Mg含 有 量(mg%)

「ヒ ヨ ー ル 酸」投 與 ノ 場 合
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表3 血 清Mg含 有 量(mg%)

對 照 實 驗

表4 血 清Mg含 有 量(mg%)

「ヒ ヨ ー ル 酸 」 投與 ノ 場 合
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實 驗 成 績

對 照 實 驗 表1-3ニ 見 ラル ル如 ク採 血 ノ ミ

ニ ヨ リテ全 血液 及 ビ血清 中 ノMg量 ハ變 化 シ

恰 モ石 灰 含有 量ニ 於 ケ ル如 シ.全 血 液ニ 於 テ

ハ採 血 ノ影 響 ヲ受 クザ ル例 モ ア レ ドモ一 般ニ

減 少 シ平 均 値ニ 於 テ7.5-22.3%減 少 率 ヲ示

セ リ.而 モ4-5時間 ヨ リ24時間 後ニ 於 テ著

シ キ ヲ見 ル關 藤 氏7)ノ 實 驗(1929)ニ 見 ル如 ク

石 灰 ノ採 血ニ ヨル減 少 ハ少 シク早 ク出 現 シ採

血2-3時 間後ニ 著 シ.次ニ 血 清 中 ノMg量

ニ及 ボス採 血 ノ影 響 ヲ見 ル ニ採 血2時 間 後 ニ

ハ減 少 ス レ ドモ時 間 ヲ經 ル ニ從 ヒ却 ツテ増 加

シ4-5時 間後 ニ ハ10.4-13.4%ノ 増 加 ヲ示

セ リ.即 チ採 血ニ ヨル血 中Mgノ 量 的變 化 ハ

全 血 ト血清 ト異 ナ リ全 血ニ 於 テ ハ一 般ニ 減 少

ス レ ドモ血 清ニ 於 テ ハ一 般ニ 比 較 的 増 加 ヲ來

タ シ,全 血 中 ノMg量 ハ採 血ニ ヨ リテ移動 ヲ

來 タ ス事ヲ 知 リ得 ベ シ.表2-4ニ 示 セル如

ク全 血液 中 ノMg含 有 量 ハ「ヒ ヨー ル酸 」ノ注

射 ニ ヨ リテ採 血 ニ ヨル減 少 ガ平 均 セ ラ レ各時

間 ヲ通 ジ變 化 セザ ル カ又 ハ却 ツテ増 加 ノ傾 向

ヲ示セリ.又 血清中Mg含 有量ニ於テモ採血

ニヨリ蒙ル増加ガ膽汁酸ニョリテ却 ツテ強メ

ラレ膽汁酸注射後4-5時 間ニ於テハ17.7-

28%増 加セルヲ認 メ得ベシ.即 チ膽汁酸ハ血

液内殊ニ血清内Mg含 有量ヲ注射後4-5時

間後ニ増加 スル作用 アリテ,其 ノ増強作用ガ

著シク遲延 シテアラハルル事 ヨリ考察シテ前

述 セル如 ク臓器組織内殊ニ骨ヨ リノ土金屬 ノ

膽汁酸ニヨル移動 ハ先ヅ石灰ガ血中ニ移動 シ

而 シテ後ニMgガ 移動 シ石灰 トMgト ノ量

的比即チQuotientヲ一 定ニ保タンタメカカ

ル血液内Mg量 ノ時間的變化ヲ招來スルモノ

ナラン.

結 論

1. 一 般ニ採 血ニヨ リテ血液内Mg量 ハ減

少ス レドモ血清内ニ於テハ採血後時 ヲ經ルニ

從 ヒ却ツテ増量ス.

2. 膽汁酸注射 ニ ヨリ血液内殊ニ 血清内

Mg量ハ一 般ニ増 加スレドモ注射後時ヲ經ル

ニ從 ヒテ其ノ増加著シ.
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